
漢検２級テスト 解

1 春の野でチョウと[戯]れる。 たわむ ア

2 [胸襟]を開いて語り合う。 きょうきん イ

3 言葉巧みに相手を[懐柔]する。 かいじゅう ウ

4 五百年の[星霜]を経た寺だ。 せいそう エ

5 [肝腎]なことをいい忘れていた。 かんじん オ

6 最近評判が[芳]しくないようだ。 かんば 1 賠償 ア
2 親疎 イ

1 外相は[オウシュウ]各国を歴訪した。 欧州 3 盲信 ウ
2 病気は早期治療が[カンヨウ]だ。 肝要

3 川底に[モ]が繁茂している。 藻 1 瓶

4 時間が迫って気が[アセ]る。 焦 2 累

5 松の[ナエギ]を買い求めた。 苗木 3 窯

6 落石に道を[ハバマ]れた。 阻む

1 高論(   ) 卓説 ウ
1 枯渇 潤沢 2 百八(   ) 煩悩　 イ
2 純白 漆黒 3 会者(   ) 定離 ア
3 理論 実践

ウ
高論卓説(こうろんたく
せつ)

1 無口 寡黙 イ
百八煩悩（ひゃくはち
ぼんのう

2 寄与 貢献 ア
会者定離(えしゃじょう
り)

3 強壮 頑健
正 誤

1 醜 臭
2 縁 援
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次の漢字のよみを記せ。

次のカタカナを漢字に直せ。

同じような意味の漢字を重ねたもの。

反対または対応の意味を表す字を重ねたもの

上の字が下の字を修飾しているもの

下の字が上の字の目的語・補語になっているもの

多くの浄水場でカビなどによる醜気を除去する新技術が導入され、水道水の味は
徐々に改善されている。
学生の就職を支縁するために、面接の受け方や履歴書の書き方を指導する講座を
開く大学が増えてきた。

上の字が下の字の意味を打ち消しているもの

以下の熟語下記のア～オのどの構成にあたるか。

次の漢字の対義語を記せ。

次の漢字の部首を記せ。

四時熟語の(   )に入る漢字を記せ。
また、下から意味を選べ。

次の漢字の類義語を記せ

瓦(かわら)

糸(いと)
穴(あなかんむり)

以下の文の間違っている字を記し、正しい漢字に直せ。

優れた意見や議論。

人間が過去・現在・未来に
わたって経験する多くの心
の迷いや苦しみのこと。この世は無常であることの
例え。


